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３２０ 松山大学論集 第２０巻 第２号
n 身長（cm） 体重（kg） 体脂肪率（％） 除脂肪体重（kg）
実業団 １６ １８４．６±６．４* ８５．８±１１．３† １７．３±３．０ ７０．７±７．４†
高 校 １１ １７７．１±７．１ ７２．８±９．０ １７．３±４．２ ６０．２±７．６
表１．被検者の身体的特徴






































W W/kg W W/kg
実業団 １３ １，５５５±２３７† １８．４±２．８ １，６９９±２２５‡ ２０．２±３．１
高 校 １１ １，２５０±１５８ １７．２±１．６ １，３３５±１８０ １８．４±１．７
n
８０cm／秒 １２０cm／秒
W W/kg W W/kg
実業団 １５ ５９５±６６‡ ７．１±０．９* ６６３±１０５‡ ７．９±１．２†
高 校 １１ ４５５±７０ ６．２±０．４ ４７０±７６ ６．４±０．５
表２．異なる速度条件下での脚伸展運動におけるピークパワー値
† p＜０．０１ ‡ p＜０．００１
表３．異なる速度条件下での腕伸展運動におけるピークパワー値
* p＜０．０５ † p＜０．０１ ‡ p＜０．００１














































































実業団 １５ ８．４±５．５ １１．４±４．７* １３．０±６．０†
高 校 １１ ６．７±６．６ ６．８±４．１ ３．８±７．０
表４．間欠的運動における平均パワーの低下率














































































* p＜０．０５ † p＜０．０１ ‡ p＜０．００１
図４．４秒間全カペダリング運動における各試技の体重あたりのピークパワーの比較
* p＜０．０５















































































































































































３３２ 松山大学論集 第２０巻 第２号
た筋力トレーニングのみならず，運動速度や運動様式などのハンドボール競技
の特異性を考慮したパワートレーニングを行うことが望ましいと考えられた。
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